
　ロータリアンの皆さまには、平素より米山記念奨学事業に
御理解と御支援を賜り、厚く御礼申し上げます。例年通り米
山月間を迎えるに当たり、委員長として感謝を込めてしたた
めさせていただきます。

1. 2021-2022年度寄付結果報告及びお礼
　2021年度は個人平均寄付額、特別寄付者割合のいずれ
も過去最高を達成することができました。個人平均寄付額
15,342円（全国34地区中14位）と地区目標を達成。特別寄付
者割合33.6％（全国34地区中24位）達成。感謝申し上げます。
　2021年度当2700地区寄付額目標15,000円達成は61クラブ中
28クラブと46％のクラブが達成されました。具体的には、久留
米中央、博多イブニング、福岡南、若松、小郡、久留米東、大宰府、
門司西、八幡中央、直方、若松中央、福岡東、福岡城南、福岡城
西、苅田、小倉東、糸島、飯塚、宗像、田川、小倉、小倉西、博多、小
倉中央、大川、福岡西、柳川、小倉南の各ロータリークラブです。
　コロナの影響もある状況の中で、これだけ多くの寄付を皆
様からいただきましたこと、地区委員会を代表し御礼申し上
げます。誠にありがとうございました。

2. 「米山月間」はなくなったのですか？
　この数年間、「今年から米山月間がなくなったようですが、
なぜですか？」というお尋ねを、ほぼ毎年お受けします。この
お尋ねは、2015年以降に目立って多くなりました。おそらく、
14-15年度に開催された複数のRI理事会で、重点分野の月間
指定（特別行事の名称）が集中的に変更されたことの影響と
思われます。変更後のRI指定特別行事（特別月間・週間・日）
の一覧表にその名称が表れないことから、「米山月間がなく
なった」と誤解され易いのでしょう。しかし、もちろん今年も例
年通り10月とともに米山月間を迎えております。
　いうまでもなく、「米山月間」は日本のロータリーが独自に
定める特別月間であり、RI指定の特別行事一覧表に「米山月
間」の名称がなくても、日本では必ず、10月とともに「米山月
間」がやってきます。
　どうぞご心配ご無用に願います。そして、この「10月＝米山月
間」とともに、米山奨学事業が日本のロータリー独自の全地区
合同事業であることを改めて想起していただきたいと思います。

3. 事業の意義-クラブや地区の枠に収まらない「器」の大きさ
　米山記念奨学制度は、既に来日している外国人の私費留学
生を支援する制度です。彼ら交換留学生でもなく、奨学事業の経
済的保障の下で日本に留学したわけでもありません。何ら保障
がなくても、学業研究への意欲一つで国境を飛び越えるバイタ
リティを備えています。そのような外国人留学生の中から、特に
優れた資質・能力を備える学生を選抜し重点的に支援し、彼ら
の将来の活躍を通じて、我々 ロータリアンが国際社会と繋がる、

これが米山奨学事業の意義であり、基本的な仕組みであります。
　彼らとの交流ではむしろ我々 の方こそ得るものが多く、この奨
学事業に深く関われば関わるほど、単なる国際交流の範疇に収
まらず、あるいはクラブや地区の枠さえ軽々 と超えていく事業の
「器の大きさ」を肌で実感することができます。皆様にも、是非、世
話クラブをお引き受けいただき、現役の奨学生に直に接して、こ
の「肌感覚」に共感していただければと思います。あるいは、この
「10月＝米山月間」に限らず、奨学生を卓話者としてお招きいただ
きその一端を垣間見ていただくように、どうぞ宜しくお願いします。

4. 豆辞典の活用について-米山記念奨学事業を理解するために
　毎年9月に米山奨学会本部より御所属のクラブを通じて
「豆辞典」が配布されます。この豆辞典はパンフレット形式の
小冊子ですが、要点のダイジェストとして、これほど優れた参
考書は他にありません。実際に、この豆辞典をご覧いただけ
れば、要点も少なく、ご理解いただけることと思います。
　クラブの米山委員長を中心として、クラブでの卓話や学習
会を催していただき、米山事業の理解促進にご活用いただ
きたいと存じます。もちろん、機会をいただければ、米山月間
に限らず、喜んで地区委員会より卓話の講師を派遣致します。
どうぞ、ご活用いただきますよう宜しくお願いします。

5. 寄付増進-2700地区の更なる飛躍に向けて
　皆さまの絶大なる御支援のおかげで、我々2700地区は、
2018-19年度に寄付実績を大きく増進させ、とりわけ寄付実
績伸び率において全国1位を獲得、「2700地区の大躍進」と
呼ばれ目の覚める快進撃でありました。2021-2022年度は個
人平均寄付額、特別寄付者割合のいずれも過去最高を達成
することができました。
　個人平均寄付額2017年度12,012円（全国34地区中24位）
⇒2018年度15,219円（13位）⇒2019年度13,208円（20位）⇒
2020年度14,218円（17位）⇒2021年度15,342円（14位）
　特別寄付者割合2017年度11.9％（全国34地区中34位）⇒
2018年度25.0％（29位）⇒2019年度23.3％（30位）⇒2020
年度26.5％（30位）⇒2021年度33.6％（24位）
　しかし、これも「はじめの一歩」にすぎず、我 2々700地区は、
更に次のステージへと歩みを進めてまいります。特に個人寄付
者割合増が寄付額増のキーポイントでもありますので、個人寄
付者割合増のための小口寄付封筒等の工夫については、地区
委員会から直接ご指導差し上げますので、是非ご連絡ください。
　今年度は個人平均寄付額17,000円、特別寄付者割合36％
を目標としています。
　是非、目標を突破するために工夫をしていただきますよう、
よろしくお願いいたします。
　最後に、これからも米山記念奨学事業に一層の御理解と
御支援を賜りたく、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　ロータリーは、ロータリー財団の重点項目の７番目に「環境」を追加し、「天然資源の保全と保護を強化し、環
境の持続可能性を高め、人と環境との調和を促す活動を支援する」とし、８項目の具体的な取組みを示しました。
　その第１番目に掲げられているのは、「陸地、沿岸、海洋、淡水資源の保護と回復」です。
　２７００地区は 第１グループから第７グループまで、「源流の森から続く一級河川と、その河川が流れ込む、響灘・
玄界灘・有明海・周防灘」を持っています。そして、今までにも地区内の多くのクラブがそれらの保全に取り組ん
でこられました。
　今後、国際ロータリーが継続して支援する環境保全活動に対応して、２７００地区では「私たちを取り巻く大切
な自然環境の保全」を取組みの中心テーマにして、地区、および地区社会奉仕委員会主催で一連の「ロータリ
ー奉仕デープロジェクト」を開催いたします。そして２７００地区は、「Ｔｈｉｎｋ－ｇｌｏｂａｌ　Ａｃｔ－ｌｏｃａｌ」を合言葉に、
これからも環境保全活動を継続していきます。

　宗像国際環境会議とは、玄界灘の海水温度の上昇により沿岸部に広がる磯焼け、漂着ゴミ（マイクロプラス
チック）の問題を中心に「海の鎮守の森」構想を掲げ、海の再生事業に取り組みながら、近年の急激な海の変化
への提言や情報を国内外に発信するため、平成26年（2014年）に設立されました。
　主な活動として、宗像国際環境会議 （年1回）、海の再生／竹漁礁作り／海岸清掃、地元中高生向けの育成プ
ログラム、豊饒祭／稚魚放流行事、啓発活動などしている団体です。
　本年度は、１０月２６日（水）から１０月２８日（金）に開催される『第９回宗像国際環境会議』に、我 R々I第
２７００地区から広報・公共イメージ委員会の田村志朗委員長とロータリー財団委員会の中村光委員長が本会
議Sessionにて講演致します。
　第2700地区のロータリアンの皆様も是非オンラインにてご参加お願い致します。
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■第１日目 １０月２６日（水） 15：15～16：30 Session２  『海と変化と再生への取組み』
　国際ロータリー第２７００地区　ロータリー財団委員会　中村 光 委員長　
　
■第3日目 １０月２８日（金） 10：00～11：00 Session７  『自然との関わり方』
　国際ロータリー第２７００地区　広報・公共イメージ委員会　田村 志朗 委員長

Think-global　Act-local
～グローバル規模で考えて、地域に合わせて行動しよう～

RI第2700地区から２名の地区委員長が本会議にて講演致します。
第９回　宗像国際環境会議

尚、視聴方法は改めてご案内いたします。
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